
心
も
新
た
に
筆
妙
技
！
あ
な

た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

【
日
時
】

平
成
19
年
１
月
４
日(

木)

９
時
〜
12
時

※
受
付
は
11
時
ま
で
。
表
彰
式

は
14
時
か
ら
行
い
ま
す
。

【
場
所
】

市
立
中
央
公
民
館

【
対
象
】
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

【
参
加
費
】
２
０
０
円

【
課
題
】

・
幼
年

｢

も
ち｣

・
小
学
１
年

｢

あ
さ
ひ｣

・
小
学
２
年

｢

は
ね
つ
き｣

・
小
学
３
年

｢

か
る
た
会｣

・
小
学
４
年

｢

明
る
い
光｣

・
小
学
５
年

｢

初
日
の
出｣

・
小
学
６
年

｢

希
望
の
春｣

・
中
学
生

｢

春
光
万
里｣

・
高
校
・
一
般

｢

猪
突
猛
進｣

【
申
込
先
】
市
立
中
央
公
民
館

�
53－

２
２
１
４

※
当
日
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
17
日(

日)
開
演
14
時
〜
15
時
30
分

(

開
場
13
時
30
分)

【
場
所
】

市
立
中
央
公
民
館

【
講
師
】

三
瀬
顕
さ
ん

(

弁
護
士)

【
演
題
】

�
弁
護
士
生
活
笑
百
科
�

〜
笑
顔
で
語
る
人
権

【
定
員
】
３
０
０
人

※
入
場
無
料
。
事
前
に
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

※
託
児
あ
り
。(

１
歳
〜
就
学

前
・
要
予
約)

※
手
話
通
訳
あ
り
。

※
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

(

土

佐
山
田
町)

�
53－

２
６
３
１

FAX
53－

２
６
２
２

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
12
月
10
日

の

『

人
権
デ
ー』

を
最
終
日
と

す
る
１
週
間
を

『

人
権
週
間』

と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
第
58
回
人
権
週
間
強
調
事
項

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理

解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
よ
う

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
地
方
法
務
局
香
美
支
局

�
52－

３
０
４
９

か
わ
い
い
お
正
月
の
寄
せ
植

え
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
12
月
28
日(

木)

昼
の
部
…
14
時
〜

夜
の
部
…
19
時
〜

※
昼
夜
と
も
に
同
じ
内
容
で
す
。

【
場
所
】
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー

(

土
佐
山
田
町)

【
募
集
人
員
】
各
15
人

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円

【
募
集
期
間
】

12
月
11
日
か
ら
定
員
に
達
し
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

※
親
子
で
参
加
で
き
ま
す

(

た

だ
し
、
小
学
生
以
上)

。
ま

た
、
子
ど
も
だ
け
で
の
参
加

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
ス
コ
ッ
プ
等
の
道
具
が
必
要

な
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

�
53－

２
６
３
１

香
美
市
で
は
、
通
学
す
る
学

校
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
条
件
に
よ
っ
て
は
、

指
定
さ
れ
た
小
学
校
お
よ
び
中

学
校
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申
請
に
基
づ
き
、
教
育
委
員

会
で
実
情
を
調
査
・
審
査
し
、

変
更
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ

い
て
許
可
し
ま
す
。

申
請
等
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
お
早
め
に
教
育
委
員
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

学
校
教
育
課

�
53－

１
０
８
１

香
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

戸
嶋
省
郎
さ
ん

(

土
佐
山
田

町
中
野)

か
ら

平
成
18
年
10
月
20
日
に
亡
く

な
ら
れ
た
母
・
壽
さ
ん
の
香
典

返
し
と
し
て
10
万
円
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
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香
美
市
第
１
回

新
春
書
き
初
め
大
会

香
美
市
文
化
体
験
教
室

香
美
市
合
併
記
念
事
業

香
美
市
じ
ん
け
ん
講
演
会

『

第
58
回
人
権
週
間』

12
月
４
日
〜
12
月
10
日

ふ
れ
あ
い
園
芸
教
室

参
加
者
募
集

校
区
外
通
学
申
請
の

基
準
が
緩
和

〜
条
件
に
よ
り
通
学
す
る

学
校
が
選
べ
ま
す
〜

寄

付

第第
１１
回回
地地
域域
審審
議議
会会
をを
開開
催催

地
域
審
議
会
の
役
割
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今
年
度
、
大
腸
が
ん
検
診
に

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
で
、

検
診
を
受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方

の
検
査
容
器
を
回
収
し
て
い
ま

す
。
未
回
収
の
容
器
料
に
つ
い

て
は
、
市
の
負
担

(
１
セ
ッ
ト

２
６
８
円)

と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
回
収
期
限
】
12
月
末

【
回
収
場
所
】

・
健
康
づ
く
り
推
進
課

(

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
香
北)

・
土
佐
山
田
窓
口

(

北
分
室
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
内)

・
物
部
窓
口

(

物
部
支
所)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
づ
く
り
推
進
課

健
康
増

進
係

�
59－

３
１
５
１

香
美
市
立
物
部
診
療
所
で
は
、

都
合
に
よ
り
次
の
と
お
り
診
療

日
を
変
更
し
ま
す
。

・
12
月
14
日

(

木)

休
診→

通
常
診
療

・
12
月
16
日

(

土)

通
常
診
療→

休
診

【
問
い
合
わ
せ
先
】
物
部
歯
科

診
療
所

�
58－

４
７
６
８

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
生

涯
学
習
や
退
職
後
の
生
き
が
い

作
り
と
し
て
、
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

●
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

●
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験

で
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、
１

２
４
単
位
を
取
得
し
卒
業
す
る

と
、
学
士

(

教
養)

を
取
得
で

き
ま
す
。

さ
ら
に
専
門
的
に
学
び
た
い

方
に
は
、
大
学
院
も
併
設
し
て

い
ま
す
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
８
８

８
４
３

４
８
６
４

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

大
腸
が
ん
検
診
の
検
査
容

器
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

診
療
日
変
更
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集
！

年末です｡ 国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

お手持ちの納付案内書や口座振替の通帳を今一度ご確認ください｡

老齢基礎年金を受けるためには､ 保険料納付済期間と保険料免除期間

を合わせて原則�����必要です (第３号被保険者期間､ 厚生年金・

共済組合などの加入期間も含みます)｡ あなたの大切な年金です｡ 受給

権を得るためにも納め忘れにご注意ください｡

なお､ 国民年金保険料は､ 後でまとめて納めたいと思っても､ ２年

を超すとそれ以前の保険料は納めることができなくなってしまいます｡

(免除承認期間については１０年以内であれば追納できます)

納め忘れを防ぐためにもお得で便利､ 確実な ｢口座振替｣ のご利用をお勧めします｡

※納めた国民年金の保険料は､ 全額社会保険料控除の対象になります｡

控除の対象となるのは､ 平成１８年１月から１２月までに納めた保険料の全額です｡ 年末調整または

確定申告の手続の際には､ 控除証明書や領収書を申告書に添えて提出してください｡ 家族の分の保険料

を納めた場合も控除の対象となります｡

���������	
��

� (平成１８年度)

老齢基礎年金の計算式 (未納や免除の期間があるとき)

※1

注) 学生納付特例､ 若年者納付猶予期間は､ 保険料を追納していない場合年金額には反映されません｡

上記計算式については､ 半額納付以外の多段階納付は含めていません｡

※1 保険料納付済月数とは､ 保険料を納めた月数と第３号被保険者であった月数の合計です｡

��������������������

(保険料納付済月数) ＋ (保険料を全額免除された月数×1/3) ＋ (半額納付月数×2/3)
792,100円×

４０年 (加入可能年数) ×１２月

����������������		

����

����������
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◇◇
生生
活活
環環
境境
をを
守守
るる
森森
林林
とと
間間
伐伐

私私
たた
ちち
のの
郷郷
土土
・・
高高
知知
県県
はは
、、

8844
％％
をを
森森
林林
がが
占占
めめ
るる
全全
国国
一一

のの
森森
林林
県県
でで
すす
。。

ここ
れれ
らら
のの
森森
林林
はは
、、
国国
土土
のの

保保
全全
やや
水水
源源
かか
んん
養養
なな
どど
多多
様様

なな
公公
益益
的的
機機
能能
をを
持持
ちち
、、
私私
たた

ちち
のの
生生
活活
環環
境境
をを
良良
好好
にに
保保
っっ

てて
くく
れれ
まま
すす
。。
まま
たた
、、
最最
近近
でで

はは
地地
球球
温温
暖暖
化化
防防
止止
のの
うう
ええ
かか

らら
もも
森森
林林
のの
役役
割割
がが
注注
目目
ささ
れれ
、、

そそ
のの
重重
要要
性性
がが
再再
認認
識識
ささ
れれ
てて

いい
まま
すす
。。

本本
県県
でで
はは
、、
戦戦
後後
のの
復復
興興
とと

相相
まま
っっ
てて
、、
盛盛
んん
にに
人人
工工
造造
林林

がが
行行
わわ
れれ
てて
きき
たた
結結
果果
、、
民民
有有

林林
のの
６６
割割
強強
とと
なな
るる
3300
万万
㌶㌶
にに

もも
達達
しし
、、
ここ
のの
うう
ちち
健健
全全
なな
森森

林林
のの
状状
態態
をを
保保
つつ
たた
めめ
にに
、、
人人

手手
がが
必必
要要
とと
ささ
れれ
るる
1111
〜〜
4455
年年

生生
のの
山山
がが
７７
割割
強強
をを
占占
めめ
、、

｢｢

間間
伐伐｣｣

がが
欠欠
かか
せせ
なな
いい
状状
態態

でで
すす
。。

間間
伐伐
をを
行行
うう
とと
、、
残残
しし
たた
造造

林林
木木
はは
優優
良良
でで
健健
全全
にに
育育
ちち
、、

まま
たた
林林
内内
にに
光光
がが
差差
しし
込込
むむ
よよ

うう
にに
なな
れれ
ばば
植植
物物
もも
繁繁
茂茂
しし
てて

林林
地地
のの
保保
水水
力力
はは
増増
しし
、、
災災
害害

にに
強強
いい
豊豊
かか
なな
森森
にに
甦甦
りり
まま
すす
。。

◇◇
間間
伐伐
にに
関関
すす
るる
補補
助助
制制
度度

ここ
れれ
まま
でで
はは
、、
どど
のの
山山
でで
もも

一一
律律
にに
補補
助助
ささ
れれ
てて
いい
まま
しし
たた

がが
、、
平平
成成
1133
年年
度度
にに
森森
林林
法法
がが

一一
部部
改改
正正
ささ
れれ
、、
森森
林林
のの
機機
能能

((

ゾゾ
ーー
ニニ
ンン
ググ))

にに
応応
じじ
てて
事事

業業
内内
容容
もも
多多
岐岐
にに
わわ
たた
っっ
てて
いい

まま
すす
。。

〇〇
国国
庫庫
補補
助助
事事
業業

従従
来来
のの
保保
育育

((

伐伐
捨捨))

間間
伐伐

はは
、、
3355
年年
生生
まま
でで
しし
かか
補補
助助
対対

象象
にに
なな
りり
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
がが
、、

本本
年年
度度
新新
たた
にに
創創
設設
ささ
れれ
たた

｢｢

里里
山山
エエ
リリ
アア
再再
生生
交交
付付
金金
事事

業業｣｣

でで
はは
、、
林林
齢齢
制制
限限
がが
なな
くく

なな
りり
まま
しし
たた
。。

〇〇
県県
単単
独独
補補
助助
事事
業業

国国
のの
事事
業業
にに
1100
年年
上上
乗乗
せせ
しし

てて
、、
4455
年年
生生
まま
でで
補補
助助
対対
象象
にに

なな
りり
、、
森森
林林
所所
有有
者者
自自
らら
がが
間間

伐伐
をを
行行
うう
とと
最最
高高
８８
割割
、、
水水
土土

保保
全全
林林
でで
４４
割割
のの
強強
度度
間間
伐伐
をを

行行
うう
とと
９９
割割
まま
でで
補補
助助
ささ
れれ
るる

有有
利利
なな
制制
度度
もも
ああ
りり
まま
すす
がが
、、

本本
年年
度度
でで
打打
ちち
切切
りり
とと
なな
るる
可可

能能
性性
もも
ああ
りり
まま
すす
。。

【【
問問
いい
合合
わわ
せせ
先先
】】

中中
央央
東東
林林
業業
事事
務務
所所

間間
伐伐
推推

進進
チチ
ーー
ムム
��
5533－－

００
６６
５５
７７

※※
まま
たた
はは
、、
最最
寄寄
りり
のの
森森
林林
組組

合合
まま
でで
。。

1100
月月
3300
日日
、、
香香
北北
町町
古古
井井
のの

民民
有有
林林
でで
、、
昨昨
年年
にに
引引
きき
続続
きき
、、

森森
林林
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

｢｢

香香
北北
森森

づづ
くく
りり
隊隊｣｣

((

石石
川川
彰彰
宏宏
会会
長長))

のの
主主
催催
でで
間間
伐伐
作作
業業
がが
行行
わわ
れれ

まま
しし
たた
。。
今今
回回
はは
、、
大大
宮宮
小小
５５

年年
生生
・・
4400
人人
もも
森森
林林
学学
習習
とと
しし

てて
参参
加加
しし
まま
しし
たた
。。

ここ
のの
間間
伐伐
作作
業業
はは
、、
森森
林林
環環

境境
税税
のの
助助
成成
をを
受受
けけ
、、
河河
ノノ
内内

川川
沿沿
いい
のの
水水
辺辺
林林
をを

整整
備備
すす
るる
ここ
とと
でで
、、

道道
かか
らら
川川
がが
見見
やや
すす

くく
なな
るる
ここ
とと
やや
、、
水水

生生
生生
物物
のの
餌餌
をを
育育
むむ

ここ
とと
、、
まま
たた
雨雨
にに
よよ

るる
川川
のの
濁濁
水水
をを
緩緩
和和

すす
るる
ここ
とと
なな
どど
をを
目目

的的
とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。

児児
童童
らら
はは
、、
ノノ
ココ
ギギ

リリ
をを
使使
っっ
たた
作作
業業
にに
、、

はは
じじ
めめ
はは
戸戸
惑惑
っっ
てて

いい
まま
しし
たた
がが
、、
すす
ぐぐ

にに
慣慣
れれ
、、
木木
をを
倒倒
すす
周周
囲囲

のの
安安
全全
をを
確確
かか
めめ
なな
がが
らら

協協
力力
しし
てて
作作
業業
がが
進進
めめ
らら

れれ
まま
しし
たた
。。
児児
童童
にに
よよ
るる

作作
業業
がが
終終
了了
しし
たた
後後
にに
、、

森森
林林
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
にに
よよ
っっ

てて
仕仕
上上
げげ
のの
間間
伐伐
作作
業業
がが

行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。

1111
月月
６６
日日
にに
土土
佐佐
山山
田田

町町
逆逆
川川
のの
民民
有有
林林
にに
おお
いい

てて
、、
片片
地地
小小
３３
年年
生生
・・
2211

人人
、、
４４
年年
生生
・・
1166
人人
がが
炭炭

焼焼
きき
とと
ツツ
リリ
ーー
ハハ
ウウ
スス
づづ

くく
りり
をを
体体
験験
しし
まま
しし
たた
。。

ここ
のの
企企
画画
はは
、、
独独
自自
にに
1100
年年

程程
前前
かか
らら
6600
品品
種種
をを
超超
ええ
るる
桜桜

やや
梅梅
をを
植植
ええ
てて
、、
地地
域域
のの
人人
にに

親親
しし
んん
でで
もも
らら
うう
山山
づづ
くく
りり
にに

取取
りり
組組
んん
でで
いい
るる
森森
林林
所所
有有
者者

のの
小小
松松
嗣嗣
雄雄
氏氏
とと
、、
そそ
のの
取取
りり

組組
みみ
にに
賛賛
同同
しし
たた

｢｢

山山
とと
自自
然然

をを
守守
るる
会会｣｣

((

久久
保保
肇肇
会会
長長))

がが
、、
児児
童童
たた
ちち
にに
直直
接接
木木
にに
触触

れれ
てて
もも
らら
いい
、、
木木
のの
大大
切切
ささ
やや

ぬぬ
くく
もも
りり
をを
肌肌
でで
感感
じじ
てて
もも
らら

おお
うう
とと
主主
催催
しし
たた
もも
のの
でで
すす
。。

会会
でで
はは
今今
後後
もも
人人
々々
がが
四四
季季
をを

通通
じじ
てて
気気
軽軽
にに
楽楽
しし
めめ
るる
里里
山山

づづ
くく
りり
をを
継継
続続
しし
てて
行行
うう
予予
定定

でで
すす
。。
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水水水水水水
辺辺辺辺辺辺
林林林林林林
のののののの
間間間間間間
伐伐伐伐伐伐
作作作作作作
業業業業業業

片片片片片片
地地地地地地
小小小小小小
児児児児児児
童童童童童童
がががががが
炭炭炭炭炭炭
焼焼焼焼焼焼

きききききき
とととととと
ツツツツツツ
リリリリリリ
ーーーーーー
ハハハハハハ
ウウウウウウ
スススススス

づづづづづづ
くくくくくく
りりりりりり
をををををを
体体体体体体
験験験験験験
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▲

ノ
コ
ギ
リ
を
使
い
間
伐
作
業
を
体
験

ツリーハウスづくり体験




